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新
年　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

新
年　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
元
日
の
石
川
県
能
登
半
島
地
震
に
よ

り
、
大
き
な
衝
撃
を
受
け
た
年
で
し
た
。
同
じ
半

島
地
域
に
住
む
私
た
ち
も
人
ご
と
で
は
な
い
と
感

じ
、
半
島
防
災
の
対
策
を
、
国
な
ど
の
関
係
各
位

に
強
く
要
望
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
改
め
て
、
常

日
頃
か
ら
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
や
備
え
る
こ
と

の
重
要
さ
を
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

翻
っ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
世
界
で
は
日
本
人
の
活

躍
に
心
踊
る
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
野
球
界
で
は

最
高
峰
の
舞
台
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
大
リ
ー
グ
で
の

大
谷
選
手
が
活
躍
す
る
姿
を
見
て
、
勇
気
を
い
た

だ
い
た
の
は
自
分
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
ま
し
て
、
森
信

三
先
生
の
「
人
間
の
修
養
は
一
つ
ず
つ
で
あ
る
。

そ
の
と
き
そ
の
と
き
、
自
分
の
な
す
べ
き
こ
と
を

正
確
に
行
う
こ
と
で
あ
る
」
と
い
う
言
葉
を
胸
に
、

改
め
て
松
崎
町
の
た
め
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
一
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
幸
多
き
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
に
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
挨
拶

と
代
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
皆
様
に
は
、
旧
年
中
の
議
会
へ
の

ご
支
援
と
ご
協
力
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

　

本
年
も
「
住
み
よ
い
町
づ
く
り
」
を
目

指
し
、
多
く
の
課
題
に
対
し
議
会
、
行
政

共
に
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い
る
所
存
で
す
。

　

地
域
の
活
性
化
に
向
け
て
は
、
地
元
産

業
の
振
興
や
観
光
資
源
の
活
用
を
さ
ら
に

進
め
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
課
題
に
対
し
て

は
、
子
育
て
支
援
の
充
実
と
高
齢
者
が
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
整
備
に
注
力
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
自
然
災
害
へ
の
備
え
と
し
て

は
、
防
災
体
制
の
強
化
や
地
域
住
民
と
の

連
携
を
大
切
に
、
安
心
安
全
な
暮
ら
し
を

守
り
ま
す
。

　

本
年
も
議
会
へ
の
ご
支
援
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
の
ご
多
幸

と
ご
健
康
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
、

新
年
の
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

令
和
７
年
の
輝
か
し
い
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

平
素
よ
り
、
防
火
防
災
へ
の
深
い
ご
理

解
と
、
消
防
団
に
対
す
る
格
別
の
ご
支

援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
昨

年
は
、
約
２
年
３
カ
月
ぶ
り
に
町
内
で

火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、
元
日
の

能
登
半
島
地
震
、
８
月
の
南
海
ト
ラ
フ

地
震
臨
時
情
報
の
発
表
な
ど
、
自
然
の

脅
威
を
切
に
感
じ
た
一
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

消
防
団
で
は
あ
ら
ゆ
る
災
害
か
ら
町

民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産
を
守
る

と
い
う
消
防
使
命
の
遂
行
の
た
め
、
今

後
も
知
識
・
技
術
の
向
上
に
一
層
の
努

力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、
防
火
防

災
対
策
に
努
め
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
皆
様

の
ご
多
幸
と
無
災
害
を
祈
念
申
し
上

げ
、
新
年
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

松崎町長

深澤　準弥

町議会議長

深澤　守

消防団長

土屋　宗三郎
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第 25 回静岡県市町対抗駅伝競走大会　松崎町チーム結果発表

　

県
内
35
市
町
、
37
チ
ー
ム
が

参
加
し
タ
ス
キ
を
つ
な
ぐ
、
第

25
回
静
岡
県
市
町
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
が
、
11
月
30
日
に
静
岡

市
を
舞
台
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

松
崎
町
チ
ー
ム
は
、
６
月
26

日
か
ら
約
半
年
間
、
水
曜
日
・
土

曜
日
の
週
２
回
の
練
習
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
11
月
か

ら
は
、
ほ
ぼ
毎
日
開
催
し
た
特

別
練
習
を
加
え
、
チ
ー
ム
が
一

丸
と
な
り
、
大
会
に
向
け
て
厳

し
い
練
習
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

大
会
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま

れ
、
12
人
の
代
表
選
手
全
員
が
、

チ
ー
ム
の
た
め
に
ベ
ス
ト
を
尽

く
し
力
走
し
ま
し
た
。

　

前
年
の
大
会
よ
り
順
位
を
４

つ
上
げ
町
の
部
８
位
で
の
ゴ
ー

ル
と
な
り
、
前
年
大
会
よ
り
タ

イ
ム
の
上
げ
幅
が
伸
長
し
た
町

に
贈
ら
れ
る
敢
闘
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。

　

駅
伝
大
会
終
了
後
に
行
わ
れ

た
小
学
生
の
１
５
０
０
㍍
走
で

は
、
男
子
１
人
・
女
子
１
人
の

選
手
が
、
駅
伝
選
手
に
引
け
を

と
ら
な
い
見
事
な
走
り
を
見
せ

て
く
れ
ま
し
た
。

松崎町チーム　大会記録
　

大
会
当
日
ま
で
ご
尽
力
い
た

だ
き
ま
し
た
監
督
・
コ
ー
チ
・

関
係
者
の
皆
さ
ま
を
は
じ
め
、

あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
く
だ
さ

い
ま
し
た
町
民
の
皆
さ
ま
に
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会(

４
２)

３
９
７
１

区　間 氏　名 距　離 記　録
区間順位
（町の部）

チーム順位
（町の部）

第 １ 区 中学生・高校生（女子） 松原　　莉奈 3.673km 15:00 11 位 11 位

第 ２ 区 小学生男子 高橋　流希真 1.903km 6:52 9 位 11 位

第 ３ 区 小学生女子 齋藤　　心愛 1.715km 6:20 4 位 10 位

第 ４ 区 中学生・高校生（女子） 小鹿　　美羽 3.549km 14:31 10 位 10 位

第 ５ 区 高校生男子 勝呂　　諒月 6.855km 22:41 8 位 9 位

第 ６ 区 40 歳以上 武田　　拓郎 3.911km 13:21 11 位 9 位

第 ７ 区 中学生男子 小嶋　　悠太 3.564km 12:11 6 位 8 位

第 ８ 区 中学生女子 飯野　　心結 3.020km 12:19 9 位 8 位

第 ９ 区 小学生 （男女不問） 青木　　敬典 1.619km 6:27 8 位 8 位

第 1 0 区 一般女子 平野　　文珠 3.051km 10:23 3 位 8 位

第 1 1 区 中学生・高校生（男子） 吉長　　楽翔 4.310km 15:40 9 位 8 位

第 1 2 区 一般男子 石田　　　匠 5.025km 17:43 12 位 8 位

総合記録 42.195km 2:33:28 8 位

種　目 区　分 氏　名 記　録
順位

（組内）
大会当日、 小学生を対象
に草薙総合運動場陸上
競技場で行われた1500
ｍ走の結果です

小 学 生
1 5 0 0 m

男子 高橋　莉希真 5:21 8 位

女子 小鹿　  美希 5:36 7 位
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窓口税務課からのお知らせ

住民税の申告について 税務署職員による申告受付について

　住民税の申告は、令和７年１月１日現在、

松崎町に住所がある方が対象です。

　各地区への巡回を行わず、期間中常設１会

場（生涯学習センター）で行います。対象地

区を限定しますので、後日配布する「住民税

申告受付日程表」の確認をお願いします。

　申告期間中、税務署の職員による申告相談

について、今年も事前予約制とさせていただ

きます。予約はインターネットで受け付けま

す。

　なお、予約受付期間が決まっていますので、

ご注意ください。

　【税務署相談日】

　 令和７年２月 19 日（水）10 時～ 16 時

　【予約受付期間】

   令和７年１月 17 日（金）９時～２月５日（水）17 時

　 ＊インターネット環境がない方は、窓口

　　 税務課までご相談ください。

※�税務署職員の指導のもと、ご自身でスマー

トフォンを操作し申告していただくことに

なります。

※�譲渡所得（株式および土地・建物などの売却

による所得）、消費税および贈与税の申告

は受け付けできませんので、税務署の申告

会場（サンワーク下田）をご利用ください。

　 詳しくは、後日配布する「所得税・住民税

 の申告について」チラシや、町ホームページ

 「令和７年　所得税・住民

 税申告税務署相談日につ

 いて」をご確認ください。

パソコン ・ スマートフォンからの確定申告を
おすすめします

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成

コーナー」では、パソコンやスマートフォン

で所得税の確定申告書が作成できます。画

面の案内に従って金額などを入力するだけで、

計算誤りのない申告書などを作成できます。

作成した申告書は、マイナンバーカードまた

はＩＤとパスワードを取得することにより、

ｅ－Ｔａｘ（データ送信）で提出でき、税務

署に行く手間がかかりません。また、申告期

間中は 24 時間いつでも利用できます。

　送信方法や操作などは、ｅ－Ｔａｘ・作成

コーナーヘルプデスクにお問い合せください。

【問 合 せ】０５７０（０１）５９０１

【受付時間】９時～ 17 時

           （土日祝日、年末年始を除く）

償却資産の申告について

【問合せ】　窓口税務課 (４２)３９６８

　個人や法人で事業を行っている方が、その事業のために用いている構築物、機械および装置、

船舶、工具・器具および備品などの有形固定資産を「償却資産」といい、土地や家屋と同じよ

うに固定資産税が課税されます（償却資産は課税標準額が１５０万円に満たない場合は課税

されません）。これらの償却資産をお持ちの方は、資産の多少にかかわらず、毎年１月１日現

在の所有状況を償却資産の所在する市町村長に申告していただくことになります。

　対象の方については、12 月中旬に申告書を送付していますので、必要事項を記入の上、提出

してください。

※新しく事業を開始された事業主の方は、必要書類を送付しますので、窓口税務課までご連絡

��ください。

※令和３年４月１日以降、「松崎町過疎地域持続的発展計画」に定めた事業用に取得した設備

��などについては、一定の要件のもと、課税免除を受けることができます。詳細は、お問合わ

　せください。

【申告期限】令和７年１月３１日(金 )
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松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

　
　

松
崎
町
訪
問

地

域

交

流

通

信

地

域

交

流

通

信

  

き
荘
」
に
宿
泊
し
、
夕
食
時

に
は
、
深
澤
町
長
を
は
じ
め

町
の
方
々
に
歓
迎
会
を
開
い

て
い
た
だ
き
、
お
い
し
い
海

の
幸
を
堪
能
し
な
が
ら
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
ご
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

２
日
目
は
、
夏
の
よ
う
な

日
差
し
の
中
、
室
岩
洞
や
重

文
岩
科
学
校
の
見
学
と
、
み

か
ん
狩
り
を
体
験
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

２
日
間
を
通
じ
て
改
め
て

松
崎
町
の
素
晴
ら
し
さ
を
感

じ
る
と
と
も
に
、
松
崎
町
の

皆
さ
ん
の
心
温
ま
る
お
も
て

な
し
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

相
互
の
交
流
が
ま
す
ま
す
深

ま
り
ま
す
よ
う
、
今
後
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

11
月
16
日
～
17
日
に
か
け

て
の
２
日
間
、
安
曇
地
区
か

ら
総
勢
19
人
で
松
崎
町
を
訪

問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

当
初
の
天
気
予
報
で
は
、

こ
の
２
日
間
だ
け
雨
模
様
で

心
配
し
ま
し
た
が
、
予
報
が

外
れ
、
１
日
目
は
曇
り
空
の

中
、
松
崎
町
役
場
か
ら
な
ま

こ
壁
通
り
を
散
策
し
な
が
ら

長
八
美
術
館
へ
と
向
か
い
、

貴
町
出
身
の
入
江
長
八
の
作

品
を
見
学
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
「
伊
豆
ま
つ
ざ▲重文岩科学校前での集合写真

▲みかん狩りの様子

　

12
月
７
日
、
選
手
受
付
と
ブ

リ
ー
フ
ィ
ン
グ
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
昨
年
同
様
、
選
手
受
付

は
三
島
市
の
楽
寿
園
で
行
い
、

ブ
リ
ー
フ
ィ
ン
グ
は
各
自
動
画

投
稿
サ
イ
ト
に
投
稿
さ
れ
た
動

画
を
確
認
し
て
い
た
だ
く
方
法

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
フ
ィ
ニ
ッ

シ
ュ
地
点
の
修
善
寺
温
泉
に
あ

る
「
Ｉ
Ｔ
Ｊ　

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｅ
」で
は
、

松
崎
町
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
た
桜
葉

餅
の
販
売
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

12
月
８
日
の
ス
タ
ー
ト
時
は

風
が
強
く
、
気
温
も
低
か
っ
た

た
め
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
あ

ま
り
よ
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
午
前
６
時
、
松
崎
新
港
を

１
５
２
９
人
の
選
手
が
ス
タ
ー

ト
を
３
回
に
分
け
る
ウ
ェ
ー

ブ
ス
タ
ー
ト
方
式
で
出
発
し
、

ゴ
ー
ル
地
点
の
修
善
寺
総
合
会

館
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

皆
さ
ま
に
は
国
道
の
交
通
規

制
な
ど
、
ご
理
解
ご
協
力
を
賜

り
、
関
係
者
一
同
、
心
よ
り
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

〇
男
子
総
合

　

１
位　

小
笠
原 

光
研(

北
海
道)

　
　
　
　

６
時
間
０
分
56
秒

　

２
位 
 

西
村　

広
和(

滋
賀
県)

　
　
　
　

６
時
間
２
分
９
秒

　

３
位　

甲
斐　

大
貴(

千
葉
県)

　
　
　
　

６
時
間
６
分
55
秒

〇
女
子
総
合

　

１
位　

シ
ャ
ン
・
フ
ー
ジ
ャ
オ(

中
国)

　
　
　
　

７
時
間
25
分
36
秒

　

２
位　

秋
山　

穂
乃
果(

長
野
県)

　
　
　
　

７
時
間
34
分
10
秒

　

３
位　

冨
井　

菜
月(

東
京
都)

　
　
　
　

７
時
間
58
分
19
秒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

〇
出
走
者

　

 
 
 
 
 
 

１
５
２
９
人

〇
制
限
時
間
内
完
走
者

　

（
制
限
時
間
午
後
８
時
）

　
　
　
　

1
３
４
３
人

〇
完
走
率

　
　
　
　

86
・
５
％

【
問
合
せ
】

伊
豆
ト
レ
イ
ル
ラ
ン
ニ
ン
グ

レ
ー
ス
実
行
委
員
会
事
務
局

０
５
５
８
（
８
０
）
９
７
８
９

Ｉ
Ｔ
Ｊ
70
Ｋ
大
会
結
果

伊豆トレイルジャーニー公式ＨＰ　https://www.izutrailjourney.com/
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① 

医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
負
担

割
合
は
、
１
割
・
２
割
・
３

割
で
、
所
得
区
分
に
よ
っ
て

決
ま
り
ま
す
。

②
各
種
健
康
保
険
か
ら
独
立
し

　

た
制
度
で
、
加
入
す
る
方
全

　

員
が
保
険
料
を
納
め
ま
す
。

③
保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年

　

金
か
ら
の
天
引
き
に
よ
る
納

　

付
（
特
別
徴
収
）
で
す
が
、

　

年
金
給
付
額
や
一
定
の
条
件

　

な
ど
か
ら
、
納
付
書
や
口
座

　

振
替
に
よ
り
納
付
（
普
通
徴

　

収
）
し
て
い
た
だ
く
場
合
も

　

あ
り
ま
す
。

一
定
の
障
害
が
あ
る
と
認
定

さ
れ
る
主
な
要
件

①
国
民
年
金
法
な
ど
に
お
け
る

　

障
害
年
金　

１
・
２
級

②
身
体
障
害
者
手
帳　

　

１
・
２
・
３
級
と
４
級
の
一

　

部
（
※
）

※
障
害
等
級
が
４
級
の
方
は
、

　

障
害
の
程
度
に
よ
り
申
請
い

　

た
だ
い
て
も
認
定
さ
れ
な
い

　

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご

　

承
知
お
き
く
だ
さ
い
。

③
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳

　

１
・
２
級

④
療
育
手
帳 

Ａ

　

申
請
方
法
な
ど
の
詳
細
は
、

健
康
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

20
歳
か
ら
は
国
民
年
金

　

20
歳
ま
で
に
、
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
な
い
方
に
は
、
誕

生
日
以
降
に
日
本
年
金
機
構
か

ら
基
礎
年
金
番
号
通
知
書
が
送

付
さ
れ
ま
す
。
基
礎
年
金
番
号

通
知
書
は
、
年
金
に
関
す
る
手

続
き
の
際
に
一
生
を
通
し
て
必

要
に
な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に

保
管
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
基
礎
年
金
番
号
通
知

書
と
併
せ
て
、
学
生
や
収
入
が

少
な
く
保
険
料
の
納
付
が
困
難

な
方
へ
、
保
険
料
の
納
付
を
猶

予
ま
た
は
免
除
す
る
申
請
書
が

同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
の
方
は
、
本
人
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
保
険

料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

▼
対
象
に
な
る
方

　

大
学
、
大
学
院
、
短
期
大
学
、

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

専
修
学
校
、
各
種
学
校
（
修
業

年
限
１
年
以
上
で
あ
る
課
程
）
、

一
部
の
海
外
大
学
の
日
本
分
校

に
在
学
す
る
学
生
が
対
象
で
す
。

▼
申
請
方
法

　

申
請
書
に
よ
る
申
請
ま
た
は

電
子
申
請
で
の
方
法
が
あ
り
ま

す
。
電
子
申
請
の
場
合
は
、
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
準
備
い

た
だ
き
、
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か

ら
簡
単
に
申
請
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

▼
将
来
受
け
取
る
年
金
に
つ
い
て

　

学
生
納
付
特
例
に
承
認
さ
れ

た
場
合
、
将
来
受
け
取
る
年
金

の
受
給
資
格
期
間
に
は
算
入
さ

れ
ま
す
が
、
年
金
額
に
は
反
映

さ
れ
ま
せ
ん
。
承
認
を
受
け
た

期
間
の
保
険
料
は
、
10
年
以
内

で
あ
れ
ば
後
か
ら
納
め
る
こ
と

が
で
き
、
年
金
額
に
も
反
映
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ご
不
明
な
点
な
ど
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
年
金
事
務
所
ま
た
は

健
康
福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

三
島
年
金
事
務
所

０
５
５
（
９
７
３
）
１
１
６
６

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

主
な
内
容

　

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
対

象
者
は
、
原
則
と
し
て
75
歳
以

上
の
方
で
す
が
、
一
定
の
障
害

が
あ
る
65
歳
以
上
の
方
も
認
定

を
受
け
る
こ
と
で
被
保
険
者
と

な
り
「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」

に
よ
る
医
療
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
に
よ
る
障
害
認
定
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課(

４
２)

３
９
６
６

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
ま
つ
ざ
き
10
月
号
の
掲

載
内
容
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、

訂
正
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
す
る

と
と
も
に
、
お
詫
び
い
た
し
ま

す
。

【
掲
載
箇
所
】

　

 

交
通
安
全
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
（
11
ペ
ー
ジ)

【
内
容
】

　

○
誤
：
柴
崎
凛
子

　
　

正
：
柴
崎
凜
子

　

○
誤
：
小
学
校
中
学
年
（
５
・

　
　
　
　

６
年
の
部
）

　
　

正
：
小
学
校
高
学
年
（
５
・

　
　
　
　

６
年
の
部
）　
　
　
　
　
　

【
問
合
せ
】

総
務
課
（
４
２
）
３
９
６
３
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
に

な
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

２
年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

有
害
鳥
獣
駆
除
や
石
部
棚

田
で
の
米
作
り
な
ど
、
松
崎

町
で
な
け
れ
ば
経
験
で
き
な

い
こ
と
を
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、
高
齢
の
た
め

に
休
耕
田
に
し
よ
う
と
し
て

い
た
田
ん
ぼ
を
お
借
り
し
て
、

手
植
え
で
稲
作
を
始
め
ま
し

た
。
今
年
も
稲
作
を
し
た
の

で
す
が
、
猪
に
入
ら
れ
て
稲

Vol.31

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
レ
ポ
ー
ト

                               

石
川 

洋
行

を
な
ぎ
倒
さ
れ
て
し
ま
い
、

半
分
以
上
を
無
駄
に
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
今
年
か
ら
耕
作
放

棄
地
も
お
借
り
し
て
野
菜
作

り
に
挑
戦
し
た
の
で
す
が
、

小
さ
な
管
理
機
で
は
太
刀
打

ち
で
き
な
い
ほ
ど
頑
固
な
地

下
茎
が
張
り
巡
ら
さ
れ
て
お

り
、
土
作
り
す
ら
ま
ま
な
ら

な
い
状
態
だ
っ
た
の
で
、
ト

ラ
ク
タ
ー
を
お
願
い
し
て
ど

う
に
か
こ
う
に
か
栽
培
に
こ

ぎ
着
け
ま
し
た
。
し
か
し
、

す
ぐ
に
小
動
物(

ハ
ク
ビ
シ

ン
？)

や
害
虫(

ヨ
ト
ウ
ム

シ
？)

に
食
べ
ら
れ
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

自
然
豊
か
な
松
崎
だ
か
ら

こ
そ
、
有
害
鳥
獣
・
害
虫
と

ど
う
対
処
し
て
い
く
か
を
考

え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(

４
２)

３
９
６
４

▲稲作をした田んぼ（猪が入る前）

　

２
０
３
０
松
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
は
、
ま
ず
２
０
３
０
年
に

こ
う
あ
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
松

崎
の
将
来
の
た
め
の
目
標
（
＝

２
０
３
０
松
崎
ゴ
ー
ル
ｓ
）
を

考
え
て
共
有
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
、
こ
の
目
標
を
実
現
す
る

た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
こ
の
考
え
方
は
、
実
は
、

国
連
を
中
心
と
し
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（
エ
ス
・
デ
ィ
ー
・
ジ
ー
ズ
：

持
続
可
能
な
社
会
発
展
の
た
め

の
目
標
・
ゴ
ー
ル
）
の
や
り
方

な
の
で
す
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
持
続
可
能
な

社
会
の
た
め
の
17
の
目
標
を

し
っ
か
り
と
共
有
す
る
こ
と

で
、
世
界
中
の
企
業
や
政
府
、

学
校
、
そ
し
て
市
民
一
人
一
人

が
自
分
の
や
れ
る
こ
と
を
考

え
、
行
動
す
る
こ
と
を
促
進
し

よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　

命
令
や
罰
、
あ
る
い
は
逆
に

補
助
や
も
う
け
が
出
る
仕
組
み

を
つ
く
っ
て
も
、
人
間
と
は
ず

る
を
し
た
り
サ
ボ
っ
た
り
、
あ

る
い
は
自
分
の
も
う
け
ば
か
り

を
求
め
て
し
ま
う
も
の
で
す
。

実
際
、
世
界
の
環
境
や
社
会
は

駄
目
に
な
る
ば
か
り
で
し
た
。

　

そ
こ
で
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
、
よ

い
ア
イ
デ
ア
や
取
り
組
み
を
共

有
し
賞
賛
す
る
こ
と
を
大
切
に

し
ま
す
。
そ
こ
か
ら
、
人
々
の

相
互
の
尊
敬
や
共
感
、
や
る
気

が
生
ま
れ
、
そ
し
て
新
し
い
協

力
や
活
動
が
生
ま
れ
て
く
る
。

結
果
と
し
て
、
持
続
可
能
な
社

会
の
実
現
に
近
づ
い
て
い
く
と

い
う
わ
け
で
す
。
面
白
い
発
想

だ
と
思
い
ま
せ
ん
か
？

　

２
０
３
０
松
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
こ
の
考
え
方
で
、
「
対
話
」

に
よ
る
目
標
や
ア
イ
デ
ア
の
探

求
と
共
有
、
そ
し
て
自
分
の
共

感
し
た
目
標
や
活
動
へ
の
自
由

な
参
加
で
動
い
て
い
ま
す
。
そ

れ
ぞ
れ
が
楽
し
み
な
が
ら
地
域

と
自
分
、
そ
し
て
世
界
を
変
え

て
い
き
ま
す
。

　

皆
さ
ん
も
、
ま
ず
は
２
０
３

０
の
カ
フ
ェ
や
イ
ベ
ン
ト
に
、

ぜ
ひ
お
気
軽
に
顔
を
出
し
て
み

て
く
だ
さ
い
。
ど
な
た
で
も
大

歓
迎
で
す
。
ご
自
由
に
、
ご
自

分
の
ペ
ー
ス
で
ぜ
ひ
参
加
し
て

み
て
く
だ
さ
い
！
皆
さ
ん
の
参

加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
！

　
　
　
　

吉
田
寛
（
静
岡
大
学
）

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課(
４
２)

３
９
６
４

２
０
３
０
松
崎
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
だ
よ
り

　

                                             

～
２
０
３
０
松
崎
ゴ
ー
ル
ｓ
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
～▲「２０３０松崎プロ

　ジェクト」ホームペー
　ジの二次元コード
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エネルギー たんぱく質 脂質 炭水化物 食塩相当量

64kcal 2.1g 3.7g 6.1g 0.8g

（１食当たり）

三色ナムル

－　材�料（４人前）－

豆モヤシ・・・・・・・・1 袋

チンゲンサイ・・・・・・1 株

ニンジン・・・・・・1 ／ 2 本

【Ａ】

塩麹・・・・・・・・・・30 ｇ

ごま油・・・・・・・・・大 1

白すりごま・・・・・・・小 1

－　作り方　－

①チンゲンサイは根元を少し切り落とし、縦十字に切り

　込みを入れて縦に裂く。その後、チンゲンサイを熱湯

　に入れて、色良くゆでた後、ザルに上げ、冷水で冷やし、

　しっかり絞って水気をきる。

②ゆでたチンゲンサイを長さ 4 ～ 5cm に切り、さらに

　絞って水気をきる。

③ニンジンは細切りにする。（豆モヤシは、ひげをとると、

　よりおいしくなります）

④ニンジンと豆モヤシもさっとゆでて水気をきる。

⑤ A の調味料を合わせて、野菜と和える。

【問合せ】　健康福祉課（４２）３９６６

まつざき健
けんこう

幸レシピ　No.53

町 

長 

コ 

ラ 

ム 　

第
37
回

町町  

長長  

ココ  

ララ  

ムム  　　

第第
3737
回回

生
涯
学
習
に
つ
い
て

松
崎
町
長
　
深
澤
　
準
弥

　

松
崎
町
に
は
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
中
に
は
、
教
育
委
員
会
事

務
局
、
町
立
図
書
館
が
入
っ

て
お
り
、
４
階
に
は
、
ホ
ー

ル
と
会
議
室
が
あ
り
ま
す
。

　

生
涯
学
習
と
は
、
一
生
涯

の
中
で
誰
も
が
「
い
つ
で
も
」

「
ど
こ
で
も
」
「
自
由
に
」
学

習
機
会
を
選
択
し
、
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
こ
と
を
言
い
ま

す
。
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

へ
と
社
会
が
大
き
く
転
換
し

て
い
る
中
、
そ
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
き
て
お
り
、
国
も

文
部
科
学
省
を
中
心
に
生
涯

学
習
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

そ
の
内
容
は
、
社
会
教
育
、

文
化
活
動
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
趣

味
や
資
格
取
得
な
ど
多
岐
に

わ
た
り
ま
す
。
で
は
、
な
ぜ

今
、
生
涯
学
習
が
推
進
さ
れ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
４
つ
の

メ
リ
ッ
ト
を
ご
紹
介
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。

　

１
つ
目
は
「
日
々
の
楽
し

み
や
生
き
が
い
が
生
ま
れ

る
」
、
２
つ
目
は
「
新
し
い

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
で
き

る
」
、
３
つ
目
は
「
視
野
が

広
が
る
」
、
最
後
の
４
つ
目

は
「
豊
か
な
老
後
に
つ
な
が

る
」
こ
と
で
す
。

　

豊
か
な
人
生
を
送
る
た
め

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
に
参

加
し
た
り
、
図
書
館
を
訪
れ

て
、
多
種
多
様
な
情
報
に
触

れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ

う
か
。
人
生
を
豊
か
に
す
る

ヒ
ン
ト
が
そ
こ
に
あ
る
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

小松菜、ホウレンソウ

キュウリなどお好みの

野菜で！

－ここがポイント－

水分をしっかり絞ることでべちゃっとしない仕上がりに！

よく混ぜて冷蔵庫で冷やしておくと、味がしみます。



 My Town Topics～まちのできごと～

　11 月 24 日、松崎ポートクラブ主催で２０２４富
士山ビューウォーキングが開催され、町内外の約 40
人が参加しました。
　参加者は、約 15㌔の遠足コースと、約 23㌔の大
遠足コースのいずれかを選択し、松崎港を出発して、
岩地海岸や石部の棚田などを巡り、ゴールの雲見海
岸を目指しました。ゴール地点では、みそ汁と干物
が用意され、参加者のゴールをねぎらっていました。

２０２４富士山ビューウォーキング

　12月 11 日、環境改善センター大会議室で、東京
電力パワーグリッド株式会社とのカーボンニュート
ラル実現に向けた連携協力に関する協定締結式が行
われました。
　この協定締結を通じて、町民の地球温暖化防止意
識醸成の推進や脱炭素社会・循環型社会の実現を図
り、温室効果ガスの排出を実質ゼロにして、災害に
強いまちづくりを目指していきます。

　12月５日、松崎小学校でマラソン大会が行われま
した。今年も、１・２年生が１.０㌔、３・４年生が１.４
㌔、５・６年生が２. ０㌔のコースを走りました。
　６年生にとっては小学校での最後のマラソン大会
となりましたが、沿道から保護者や地域の方々から
多くの声援を受け、ゴールを目指して力いっぱい走っ
ていました。

　11月 28日、富士伊豆農業協同組合松崎支店で「第
14回松崎町農業振興会　自然薯品評会」が開催され
ました。
　今年は、町内外 19軒の農家から計 27点の出品が
あり、形状・病害虫などの外観、粘度・糖度・風味・
変色などの内容を基準に審査が行われました。
　審査の結果、山口の稲葉幸弘さんが金賞を受賞さ
れました。
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第 14回　松崎町農業振興会　自然薯品評会

松崎小学校マラソン大会

東京電力パワーグリッド株式会社とのカーボンニュートラル実現に向けた包括連携協定締結式



町の人口と世帯
（令和６年 11 月 30 日現在）

　　　　（　）内は前月比

総人口　　5,664 人（ー 10 人）

　男　　　2,669 人（ー   4 人）

　女　　　2,995 人（ー   6 人）

世帯数　　2,831 戸（ー  ３ 戸）

転　入　    5 人　転　出　  3 人

出　生　    1 人　死　亡   13 人

戸籍だより

地 区 氏 名 年齢 届 出 人

江奈１ 石川　藤哉 89 中 村　 修

江奈２ 鈴木　利雄 89 鈴木　明史

東 区 髙橋　貞子 94 髙橋 光弘 

野 田 池　和彦 73 山本まり子

八木山 加賀　節子 94 加賀　秀樹

八木山 佐藤　益雄 74 佐藤　隼人

宮 内 宮本なを江 95 宮本　節子

八木山 佐藤　榮久 84 佐 　伸一

西 区 松下　愼一 92 松下　文徳

江奈２ 齋藤のぶ子 94 齋藤　信夫

峰 輪 平川　和仁 57 平川美和子

　令和６年 11 月発生分

　　　　　（　）内は前年同月比

　人身事故　　　１件　（±０）

　物損事故　　   ４件　（－６）

　死　　者　　   １人　（＋１）

　傷　　者　　 11 人　（＋ 10）

松崎町ホームページアドレス　https://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

行
し
て
も
ら
う
、
②
そ
の
場

で
す
ぐ
に
現
金
を
支
払
わ
な

い
な
ど
の
慎
重
な
対
応
が
必

要
で
す
。

　

な
お
、
事
例
の
よ
う
に
、

広
告
表
示
や
事
前
の
電
話
で

の
説
明
と
異
な
る
費
用
が
発

生
す
る
作
業
に
つ
い
て
の
勧

誘
を
自
宅
で
受
け
て
、
こ
れ

に
応
じ
た
と
い
う
場
合
は
「
訪

問
販
売
」
に
該
当
し
、
ク
ー

リ
ン
グ
・
オ
フ
が
可
能
で
あ

る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
遭
っ
た
場
合

は
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー
に
速

や
か
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

(

文
と
絵)

司
法
書
士　

山
田
茂
樹

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

�
�

「
広
告
と
違
う
！
？
作
業
後
に
高
額
請
求
」

町 の 交 通 事 故

松松  

崎崎  

文文  

芸芸

あ
の
花
が
こ
う
な
る
な
ん
て
烏
瓜 

　 

　 

夏
目
　
和
子

仲
冬
や
病
廊
長
く
待
た
さ
る
る
　 

石
田
　
　
宏

冬
山
や
穏
や
か
な
日
々
有
難
し   

松
田
美
智
子

週
二
回
食
の
進
み
し
カ
キ
フ
ラ
イ   

  

細
矢
　
金
治

西
風
に
あ
と
ず
さ
り
し
て
浜
歩
く  

   

小
林
　
一
郎

来
年
の
手
帳
決
め
か
ね
冬
半
ば   

　  

深
澤
　
順
子

狩
山
に
泊
ま
り
し
犬
の
戻
る
か
な
　 

　
山
本
　
一
詞

仲
冬
に
鼻
光
ら
せ
て
僧
の
列
　  

　  

渋
谷
み
ど
り

醒
め
や
ら
ぬ
「
第
九
」
の
余
韻
年
の
暮  

 

鈴
木
　
　
基

仲
冬
の
冷
え
込
み
膝
の
痛
さ
か
な
　   

 

土
屋
規
矩
子

コ
ー
ナ
ー
を
つ
く
り
て
賀
状
書
く
用
意 

　
清
水
　
高
子

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

※この欄に掲載を希望されない場合は、
　お申し出ください。

-

俳 

句-

ス
ト
ッ
プ
！

ス
ト
ッ
プ
！
悪
質
商
法
被
害�

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に　

�

〜�
�
�
�
�
�
�
�

（11月届出分）
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広
報
ま
つ
ざ
き
二
〇
二
五
年
一
月
一
日
発
行

通
刊
　
第
　
七
　
二
　
八
　
号

発
行
　
静
岡
県
松
崎
町
　
編
集
　
企
画
観
光
課

印
刷
　
㈲
山
本
印
刷

107

〒
四
一
〇-

三
六
九
六 

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

☎〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
九
六
四��

℻〈
〇
五
五
八
〉
四
二
ー
三
一
八
三

　

水
回
り
の
修
理
、
ト
イ
レ

修
理
、
鍵
の
解
錠
、
害
虫
駆

除
な
ど
私
た
ち
の
「
暮
ら
し
」

に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー

ビ
ス
に
つ
い
て
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
上
な
ど
の
広
告
で
格

安
の
表
示
が
さ
れ
て
い
た
た

め
、
業
者
を
自
宅
に
呼
ん
だ

と
こ
ろ
、
結
局
、
広
告
表
示

と
は
異
な
る
高
額
の
費
用
を

請
求
さ
れ
る
と
い
う
ト
ラ
ブ

ル
が
み
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
ト
ラ
ブ
ル
に

遭
わ
な
い
た
め
に
も
、
①
業

者
が
自
宅
に
訪
問
し
た
際
に

は
、
あ
ら
か
じ
め
見
積
書
を
発

お 悔 み 申 し 上 げ ま す（ 死 亡 ）

町の人事
【退　職】12 月 31 日付け

　　　 　企画観光課　窪田　春翔

【問合せ】総務課（４２）３９６３


